


　少子高齢化の進行や社会経済状況の変化は、子どもやその家庭
をとりまく環境に大きな変化をもたらし、子どもの育ちにも深刻
な影響を及ぼしています。
　国では、「少子化対策基本法」に基づく新たな少子化社会対策大
綱「子ども・子育てビジョン」が平成22年１月に閣議決定され、
子どもと子育てを応援する社会づくりに向けた取組の方向性が示
されました。
　川崎市では、国の「次世代育成支援対策推進法」に基づく市町
村行動計画『かわさき子ども「夢と未来」プラン』（前期計画：平成
17年度～平成21年度）を平成17年に策定し、未来を担う子ど
もが地域の中で健やかに成長できる環境づくりを推進してまいり
ましたが、このたび、前期計画の進捗状況を踏まえ、平成22年度
から平成26年度を計画期間とする『かわさき子ども「夢と未来」
プラン』（後期計画）を策定いたしました。
　この後期計画においては、前期計画の基本理念である「小さな
命に大きな未来、育ち育てるまち・かわさき」を継承しつつ、社
会状況の変化に的確に対応しながら総合的な子ども支援を推進し、
大切な命を尊び育む「人間都市かわさき」の実現に向けた取組を
進めてまいります。
　本計画の策定にあたり、市民の皆様や関係機関の方々から貴重
な御意見、御提言をいただきました。心から感謝申し上げますと
ともに、今後とも本計画の推進に対しまして、御理解と御協力を
賜りますよう心からお願い申し上げます。

　平成22年３月

は じ め に

川 崎 市 長
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